
野
外
ス
テ
ー
ジ
 

現
在
の
動
物
園
の
北
側
に
位
置

し
、
総
ヒ
バ
造
り
で
広
さ
脱
ば
の

ス
テ
ー
ジ
で
、
客
席
は
す
り
鉢
状

に
な
っ
て
お
り
、

m
dの
広
さ
に

八
百
人
収
容
で
き
ま
す
。
 

客
席
か
ら
は
芦
野
湖
の
水
上
に

浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う
な
ス
テ
ー
 

ジ
が
見
え
、
そ
の
上
に
は
桜
松
橋

が
か
か
り
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。
 

催
し
が
な
く
て
も
家
族
で
弁
当

を
広
げ
る
な
ど
し
て
楽
し
め
そ
う

で
す
。
 

現
在
は
周
辺
の
環
境
整
備
が
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
遊
歩

道
や
照
明
灯
な
ど
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

動
物
広
場
 

吊
り
橋
を
渡
っ
た
東
側

4
2』に

ポ
ニ
ー
、
ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
の
動
物

舎
が
新
設
さ
れ
、
桜
ま
つ
り
終
了

後
に
動
物
を
移
転
、
ポ
ニ
ー
の
乗

馬
、
ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
と
ふ
れ
あ
え

る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

動
物
広
場
へ
は
、
吊
り
橋
や
太

宰
橋
を
渡
っ
て
歩
い
て
行
け
る
ほ

か
、
裏
側
か
ら
車
で
も
行
け
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
伽
台
収
容
の

駐
車
場
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

将
来
的
に
は
既
存
の
動
物
園
施
 
 設

の
移
転
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
 

通
称
「
川
倉
中
島
」
地
区
約
烏
 

」
に
、
広
場
型
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
を
整
備
。
主
な
施
設
と
し
て
遊

歩
道
、
ト
イ
レ
、
東
屋
、
炊
事
棟

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
 

キ
ャ
ン
プ
場
に
入
っ
て
す
ぐ
目

に
つ
く
の
が
六
角
形
の
建
物
。
実

は
こ
れ
ト
イ
レ
で
し
た
。
ま
た
、
 

小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
東
屋
か
ら

は
公
園
や
芦
野
湖
が

一
望
で
き
、
 

夜
に
は
東
屋
に
示
さ
れ
て
い
る
方

位
と
星
座
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
季

節
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
星
座
が

楽
し
め
ま
す
。
 

と
に
か
く
見
晴
ら
し
の
良
い
場

所
な
の
で
週
末
に
家
族
で
の
キ
ャ

ン
プ
に
最
適
で
す
。
 

た
だ
こ
の
施
設
、
芝
生
貼
り
付

け
等
の
県
営
事
業
が
残
っ
て
い
る

た
め
、
全
面
開
放
は
六
月
の
予
定

に
な
っ
て
お
り
、
夏
休
み
ま
で
に

は
間
に
合
い
そ
う
で
す
。
 

こ
ど
も
広
場
 

金
中
跡
地
の

一
部
を
利
用
し
、
 

子
ど
も
用
の
ス
ベ
リ
台
、
ブ
ラ
ン

コ
等
の
遊
具
を
設
置
。
設
置
後
す

で
に
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
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芦
野
公

園
最

新
情
報
 

（
 
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、
 
「
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
公
園
」
を
テ
ー
マ
に
整
備
を
進
）
 

一
て
い
た
芦
野
公
園
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
動
物
広
場
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
こ
ど
も
 

「
広
場
が

一
部
完
成
、
こ
の
春
か
ら
新
た
な
憩
の
場
と
し
て
楽
レ
め
ま
す
。
 

、
 

（
ノ
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かんおうかい 

観桜会だぞ 'P 
S . 

'93 金木桜まつり行事日程 
日程 日寺間 場 	 所 行 	事 	名 

引
9
I
 

 

月
日

こ
l
  

8:00 金中跡地 ‘93 金木桜まっり馬力大会 
8:30 トレーニングセンタ― 第19回西北五中学校選抜卓球大会 
8:30 金中球場 第22回西北五地区中学校選抜ソフトン」ぐ’一ル大会 
8:30 
8:30 

金中体育館 
芦野球場 

第18回北地区春季中学校選抜バレーボール大会 
第22回防犯少年野球大会 

9:00 金中テニスコート 第20回秋谷杯争奪兼第23回西北五中学校庭球大会 
9:00 公園相撲場 西北五小中学校相撲大会 

11:00 登仙岬入口 ‘93 金木桜まっり開会式 

叩
金
  

18:00 招魂堂 戦没者慰霊前夜祭 

5
1
  

月
日

り
 
 

』
 
士
  

8:00 
10:00 

芦野球場 
招魂堂 

第 3 回金木町長杯争奪北郡ゲ一トン」言’ール大会
戦没者慰霊祭 

13:00 野外ステージ 三浦みのるショ― 

2
H8
)
 

 

9:00 自然休養村管理センター 茶道遠州流野点 
9:00 芦野球場 平成 5 年度金木町朝野球協会桜まっり協賛野球大会 

10:30 
13:00 

野外ステージ 
野外ステ―ジ 

扇松会津軽民謡、手踊、舞踊ショ― 
'93 金木桜まっりカラオケ大会 

19:30 登仙岬 '93 金木桜まっり花火大会 

旧
月
⑨
  

3
L
“
．匂
  

8:30 金中・金高両球場 第24回西北五中学校選抜野球大会 
8:30 芦野玉求場 消防観閲式 

10:30 
12:30 

野外ステージ 
野外ステージ 

小山内清智・清謡兄弟ショー 
立樹みか歌謡ショ― 

13:00 桜まっり事務所集合 津軽三味線史助くめぐり 
14:00 野外ステ―ジ 第 1回県下登山ばやし金木大会 

日
火
休
  

4
"
J,
  

8:30 金中陸上競技場 第16FKI芦野陸上競技選手権大会 
9:00 
9:00 

野外ステージ 
芦野球場 

第 5 回津軽三味線全日本金木大会 
第24回西北五中学校選抜野球大会（準・決勝） 

12:00 芦野王求場 第22回防犯少年野球大会（決勝） 

5
E
1
(
*
)
 

 

7:00 農政局跡 土佐犬斗技大会 
9:00 招魂堂前 自衛隊装備品展示 
9:00 
9:00 

芦野球場 
招魂堂西 

第 5 回社会人野球大会 
平成 5 年度県下銃剣道大会 

io:oo 野外ステージ 扇謡会芸能発表会 
11:30 野外ステ―ジ 滝栄会芸能発表会 
13:30 野外ステージ カラオケチャンピオンショー 



ワ
か
谷
ぎ
公
民
館
 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央

公
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま

す
。
（
T
E
L
5
31
3
5
8
1
)
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪

華
桐
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。
 

進
ら
 

・

な
 

画
と
 

企
ル
 

く

プ
 

J
 ツ
 

ル
カ
 

ダ

り
 

イ
よ
 

ラ

に
 

ブ
う
す

館
 
J
ま

民
館
し

公

民

た

ぎ

公

い

な
央
介

か
中

紹
 

r
 町
一
〕
 

く
木
を

た
金
人

で
F

一
一

め
局
お

度
務
い

の
事
若

こ

ー
ー
た
 

行
れ
 

丑4PPy Wed ding 

伝
統
の
学
舎
に
別
れ
 

校
舎
を
偲
び
お
別
れ
会
 

川
倉
小
学
校

（
校
長廿
村
上
五

朗
）
で
は
、
昨
年
か
ら
工
事
着
工

し
て
い
た
新
校
舎
が
完
成
し
た
こ

と
で
、
現
校
舎
が
取
り
壊
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
三
月
九
日
児
童
八
十

八
人
と
父
母
六
十
人
が
参
加
し
、
 

今
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
校
舎
の
思

い
出
を
忘
れ
ず
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
「
校
舎
お
別
れ
会
」
を

開
き
ま
し
た
。
 

お
別
れ
会
で
は
、
村
上
校
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
現
校
舎
建
設
当
 
 時

校
長
を
し
て
い
た
中
谷
金
四
郎

さ
ん
が
当
時
を
懐
か
し
む
よ
う
に

思
い
出
話
を
し
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
児
童
は
も
ち
ろ
ん
、
 

父
母
ら
も
大
半
が
こ
の
小
学
校
を

卒
業
し
た
と
あ
っ
て
感
慨
深
げ
に

学
生
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。
 

最
後
に
六
年
生
十
二
人
が
 
「あ

り
が
と
う
校
舎
、
さ
よ
う
な
ら
校

舎
」
 
とお
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
 

思
い
出
深
い
校
舎
に
さ
よ
な
ら
を

告
げ
ま
し
た
。
 

最
後
の
卒
業
生
巣
立
つ
 

三
月
二
十
四
日
に
は
、
現
校
舎

で
の
最
後
の
卒
業
生
十
ニ
人
が
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

卒
業
式
で
は
、
在
校
生
、
父
母

ら
が
見
守
る
中
、
卒
業
生
が
入
場

し
、
 一
人
一
人
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
、
村
上
校
長
か
ら
「
他
人

の
力
で
生
き
よ
う
と
せ
ず
、
自
分

自
身
の
足
で
歩
き
、
思
い
や
り
の

あ
る
人
間
に
な
っ
て
下
さ
い
己
と

は
な
む
け
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
送
ら
れ
た
卒
業
証
書
は

現
校
舎
最
後
の
卒
業
生
と
い
う
こ

と
で
何
か
記
念
に
な
る
も
の
を
と

ヒ
バ
で
で
き
た
卒
業
証
書
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
 
「新
校
舎
が
ヒ
バ
で
で

き
て
い
る
こ
と
を
記
念
し
た
こ
と

と
、
ヒ
バ
の
よ
う
に
津
軽
の
大
地

に
ど
っ
し
り
と
根
を
お
ろ
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た

も
の
で
す
い
と
村
上
校
長
は
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

時
代
が
変
わ
り
、
い
つ
し
か
古

い
も
の
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
思
い
出
だ
け
は
残
る
も
の
。
 

校
舎
が
無
く
な
っ
て
も
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ら
れ
ず
語
り
継
が
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
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校舎にお別れする児童たち 

旧校舎最後の卒業生 



ル
ミ
に
分
け
ら

れ
粉
砕
さ
れ
、
 

空
き
缶
一
個
に

つ
き
補
助
券

一

枚
が
出

て
来
ま

す
。

こ
の
補
助

券
を
五
十
枚
づ

つ
貼
り
付
け
ら

れ
る
台
紙
を
四

枚
た
め
る
と
百
 

パックちゃんにあき缶を投入する田中町長 

る。 

〔本ごしらえ〕 

①鍋にだし汁、みりん、しょう油を入

れ、沸騰したら山菜を入れる。 

②山菜が一煮立ちしたら、身欠きにし

んを入れて混・tI子、火を止める。 

③（②）を時々鍋ごとゆすって混ぜ、味を

しみ込ませる。冷ましてから食べる。 

※身欠きにしんは火を通し過ぎたり、 

かき混ぜ過ぎると煮くずれるので注意

すること。 

血網d 
食生活改善推進員の 

山 中 フ エさん 

今回は山菜等を材料にした春らしい 

料理です。 

これから新鮮な山菜が出てきます。 

皆さんもどうぞお試し下さい。 

●山菜と身欠き 

にしんの煮物 

塩分 1 .3 g 

材 料（ 4 人分） 

山菜（うど、あざみ、わらび、ぜんま 

い等） 	 400g 

4 本 

大サジ 2 

大サジ 1・1/2 

1カップ 

身欠きにしん 

みりん 

しょう油 

だし汁 

※山菜の分量は皮をむく、茄でる等の 

下処理をしたもの。 

作り方 

〔下ごしらえ〕 

身欠きにしん・・・皮をむいて一口大に切 

準 

一
 

メり。巨＆~ 。
 

へ
 

町
で
は
、
空
き
缶
の
資

源
化
、
 

散
乱
防
止
の

た
め
、
空
き
缶
回
収

機
「
パ
ッ
ク
ち
ゃ
ん
」
を
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
玄
関

に
設
置
し
ま
し
た
。
 

「
パ
ッ
ク
ち
ゃ
ん
」
 
は
、こ
れ

ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
で

道
路
わ
き
や
空
き
地
の
清
掃
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
空
き
缶
の
ポ

イ
捨
て
が

一
向
に
減
ら
な
い

こ
と

や
、
空
き
缶
の
回
収
が
ゴ

ミ
の
減

量
化
ば

か
り
か
、
貴
重
な
資
源
と

し
て
再
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
 

空
き
缶
の
回
収
事
業
と
し
て
設
置

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
機
械
に
空
き
缶
を
投
入

す

る
と
、
自
動
的
に
ス
チ
ー
ル
、

ア
 
 円

の
図
書
券
と
交
換
で

き
ま
す
。
 

こ
の
空
き
缶
回
収
機
設
置
を
機

に
 
「ゴ
ミ
の
な
い
き
れ

い
な
町
」
 

を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
に
も
ご

協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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パ
ッ
ク
ち
ゃ
ん
取
扱
注
意
事
項
 

o

稼
働
時
間
 

火
曜
日
ー
金
曜
日
 

午
後

一
時
ー
午
後
八
時
 

土
曜
日
、

日
曜
日
 

午
前
九
時
ー
午
後
四
時
 

毎
週
月
曜
日

は
休
み
で
す
。
 

o

「停
止
中
」
が
表
示
さ
れ
た
と
 

き
は
投
入

を

一
旦
中
止
し

て
下
 

o
空
き
缶
以
外

の
も
の
は
絶
対
に

き
い
。
 
一
と
一
分
後
に
は
解
除
 
入

れ
な
い
で
下
さ
い
。
 

さ
れ
ま
す
。
 

o
ド

ロ
が
つ
い
た
り
、
水
気
の
あ
 

o

投
入
で
き
る
缶
は
、
 
一
三
五
ー
 

る
缶
は
、
き
れ

い
に
し
て
か
ら
 

五
〇
〇
戚
缶
ま
で
で

す
。
 

投
入
し
て
下
さ
い
。
 

o

空
き
缶

の
搬
入
は
、
 一
回
百
個
 

o
左
上
写
真
の
よ
う
に
つ
ぶ

れ
た

程
度
と
し
、

大
量
の
搬
入
は
ご
 

缶
は
投
入
し
な

い
で
下
さ
い
。
 

遠
慮
下
さ
い
。
 

つぶれた缶やビンは投入できません 



所長 白川 昭夫
用員 松尾 久子 

二
子

子
奈

代

修
淳

睦
賀
寿
 

内
和
 

谷
元
山
 

賀

秋
秋
小

越
鶴
 

黒

閥
”
”
 

臣
男
光

み
樹

律
久
弘

と
孝
 

ひ
 

H
長
崎
 
日

白
福
吉
今
前
 

長
事
佐
任

事

課
参

補
主

、
王
 

之
守
子

子

篤
 
悦
貞
 

田
田
谷
藤

山
沢
泉

伊
 

長
佐
長
任

室
補
係
主
 

子

ツ
治

子

工
子
一
夫

栄
フ
武
久

こ
君
文
寿
 

多

田
村
田
 

崎
谷

利

前
吉
中
沢

今
宮
中
浅
 

競

森
華
ザ
 

保健センター 水 道 課 

ム
ロ
 

■

一
 

勇
 

中
 

田
 

町 長 

次
 

昭
 

田
 

角
 

助 役 

男
 
義
 

義
 
勝
 

海
 
田
 

収入役 鳴

教育長 成 成
 

出 納 室 町 民 課 

治
誠
貢
照

敬
弘

均
三
勲

子
雄
志
幸

一
雄
雄

俊
 
勝
 

喜
 
泰
 

裕
逸
泰

長
良
幸
行
 

島
藤

川
 
川
中
中
 
元

間
中
元

村
元

西
葉

神
伊

白
今
白

山
山
今
秋

門

田
藤

西
藤

葛
千
 

長
事
佐

ー
長

ー
 
ー
 

ー
 
ー
任
ー
事

ー
員
労

貝

課
参
補
？

係
？
ー
 
？
 
？、
王
？、
王
ー技
主
労
 

生
子
保
美

子

寿
鶴
信
久

康

千
 

岐

口
橋

田

今
土

山
大
桑
 

響

眺
讐
 

光
久

彦
子
子
義
範
樹

紀
司

尚

義
道
雅
光

つ
金
博

正
正
 

せ
 
谷

山
谷

中
野
谷
谷

川
田

村
村
賀

杉
泉

田
小

戸
中
白

角
秋

西
加
 

石
 

醸
準
誓

万
万
井
ザ

万
 

博
郎
晃
己

一
悟
俊
忠
子
蔵
孝

彦

一
 
克

建
 
光
 

裕
秋

和
清

賢
 

村
野

田
田
元
中
藤
藤

井
田

山
川

木
小
前
桑
秋

田
伊
伊

福
吉
寺

古
 

難

灘

”
”"
”
華
響
 

治
逸
悦

み
彦
子

一
省
博

一
彦
夫
実

幸

堅
良
亮

す
春

絹
洋

一
 
陽
重
幹
 

常

岡
 
内
 

崎
田
元
丸

田
川
山

西
田
部
 
中

尾
下

宮
成
秋
伊

原
古
小

葛
原
阿

今
山

長
木
 

瑚
準

讐
班

”
”
"
"
”
ザ

”
 

之
務
郎
子
一
一
一

博
 

力
理
隆
久
 

真
 

桐

野
藤

中

田
川
田

中
斉
畑
成

黒
小
 

赫
佐

ー
任
事

貝

販
補
？

主
主
技
 

孝
治
彦
信
繁
嘉

子
範

子
弘

蔵
子

義
鏡

政
清
 

八
里

吉
美

委
金

正

谷
 

恵
 

留
 

戸
田
田
藤

海
川
谷

中
谷
藤

良

今
石
原
前

加
鳴
白

中
田
中
工
奈
 

長
佐

ー
長

ー
 I
任

I
ー
事
技

貝

課
補

I
係

I
 I
主

I
I

主
主
技
 

治
健
祐
律

子
寛

子

定
勇
恵
義
美

泰
奈
 

恵
 
美

井
村
藤
 

藤
坂

海

福
木

斉
今
伊

夏
鳴
 

碑
佐

長

ー
任

ー
事

眼
補
係

I
、
王
ー、
王
 

二
子
豊

均

紘
友
 

崎
島

士
口

山
津

福

川
 

長
長

！
員

館
係

I
技
 

夫
子
子

信
良
幸
 

内
坂
口

竹
松
山
 

長
事
任

局
参

主
 

一
博
子
昌

謙
国
啓

良
 

西
藤

中
僑

葛
伊

田
大
 

長
事

長
長

局
参

次
係
 

春

子
馨

司
利
人

芳
京
 

健
昌
拓
 

中
滝
中

良
川
内

田
黒
田
奈
白

竹
 

議

点
ザ
 

係長 三上 節子 

主 技一主任技能員
主 労＝＝主任労務員
主 保一主任保母
主 厚一主任厚生員
主保婦一主任保健婦
技 員一技能員
労 員一労務員
用 貝一用務員
調 師一調理師
調 員一調理員 

'II 川川田広報かなき ⑩ 

平成S年度 金木町職員配置図 

選管事務局 建 設 課 産 業 課 商工観光課 総 務 課 企 画 室 

中央公民館 福祉センター 議会事務局 農業委員会 教育委員会 民俗資料館 

海洋センター 

技員 岡田 健児 

係長 角田 諭留 

民 生 課 保 険 課 税 務 課 

第 1 保育所 第 2 保育所 第 3 保育所 第 4 保育所 川 倉児童館 

所長 
主保 
保母 
” 
” 
” 
I’ 

山中美智」’ 
杉山倭文 f 
山田 恵子
白川恵久子
田中 照子
岡田ゆかり
阿部 きせ 

所長

主保
保母 
” 
II 

調師
用貝 

白川 	和 f 
大橋寿々子・
山田伊津子
成田 久子
藤本まっ子
葛西 信子
工藤 さだ 

所長
主保
保母 
” 
” 

調師 

葛酉 	裕 
外崎 啓子

高橋 律子
菊地希久子
山中 弘恵
今 るり子 

所長

主保
保母 
I’ 

', 
調師 

木田 昭一

山中 光子
秋田 千幸
舛甚イエ子

大学 恵子
沢田 智代
伊丸岡紀子 

山
ー
白
 

館
主
 
長

厚
 
谷

川
 
弘

教
 
子
子
 

用員 

ダ
子
子

サ
愛
美
 

留
 

崎
田

川

外
原
白
 

員
貝

？

用
調
？
 

川倉小学校 

政
子
子

信
優
啓
 

橋

山
僑

大
寺
大
 

員
員
 

用
調
？
 

喜良市小学校 

松川 幸憲
伊藤レイ子 

信
子
子
子
武

勝
加

、
ン
リ秀

千
ョ
ノ

川
藤

松
良

川

白
工
小
奈

古
 

員
貝

？
？
員

用
調
？
？

技
 

憲

コ
子

幸

セ
イ
 

ケ
 

海
橋
山

鳴
高

川
 

員
員

ー
 

用
調
ー
 

金木中学校 金木南中学校 金木小学校 嘉瀬小学校 

用員 木村 清忠 用員 
調員 白川陸奥子 調員 
” 	山中ふみ子 



ふるさと発見 

ズ 

Q・⑧この扇形の施設は何という施設で’ 

しょう。 

イ 
このクイズは金木町にちなんだ施設、名

称、文化財などを再発見してもらおうと 

り 

問題にしたものです。今月の問題は芦野 

公園に新しくできた施設からです。 

Q・④この建物は何でしょう。 

~ 全間正解者の中から抽選で 3 名様に素 

~ 敵な記念品を差し上げます。どんどん応 

~ 募して下さい。 

~ 応募方法 

i ハガギに住所、氏名、年齢、職業、電 

i 話番号を記入のうえ 

i ①クイズの答（2）今月号のよかった記事③ 

~ つまらなかった記事（④）ご意見・ご感想を 

~ 記入のうえ 

I 1037-02 
ミ 金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 5 月1日当日消印有効。 

i 当選者の発表は 5 月号に掲載します。 

3月号の答 

⑧豆炭アンカ（アンカ） 

i ⑧木炭アィロン（アイロン） 

厳選なる抽選の結果、当選者は次の 3 名 

ミ で・す。 

~ 	金 木 伊 藤 真 季 さん 

、 	金 木 田 中 紀 子 さん 

~ た「さ讐のご慧募川貴釜な C鳥難 
I っございます。今回当選しなかった方も 

i これにめげずどしどしごli杯募ください,、 

し，ソー”ーw~www”ーw,,wー，”ーー”J""”一”m"”ソーj"".Yー”レリvw，”ー”,”，ソー””"”ー””リ”ー”，"”ンー，”w,”ー””ソm 

⑩ 広報かなぎ川川mmmmI 

へ
 

金
木
病
院
カ
ル
テ

⑩
 

「携
帯
型
血
圧
自
動
測
定
装
置
」
 

に
つ
い
て
 

内
科
医
員
 
相
 
馬
 

純
 
平
 

現
在
、
高
血
圧
の
診
断
に
は
、
 

一
九
八
八
年
米
国
合
同
委
員
会
の

分
類
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 

す
な
わ
ち
収
縮
期
血
圧
一
六
〇
以

上
ま
た
は
拡
張
期
血
圧
九
〇
以
上

を
高
血
圧
と
お
お
ま
か
に
分
類
し
 

、
，

,
,

i
ミ
ミ
‘，ミ
，
‘
、

ミ
ミ
‘ー
 

て
い
る
。
こ
の
血
圧
は

一
般
的
に

安
静
時
の
随
時
血
圧
を
意
味
し
て

い
る
。
も
っ
と
詳
し
く
い
う
と
W
 

H
O
/
I
s
H
会
議
の
原
文
の
要

旨
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
 

「血
圧
は
一
般
的
に
は
水
銀
血
 
 圧

計
で
測
定
す
る
。
静
か
な
部
屋

で
数
分
間
背
も
た
れ
の
つ
い
た
椅

子
に
座
ら
せ
た
後
に
、
腕
の
力
を

抜
き
、
前
腕
は
肘
で
支
え
て
心
臓

と
同
じ
高
さ
（
第
四
肋
間
）
に
置

い
て
測
る
。
臥
位
や
立
位
で
も
測

定
す
る
が
、
そ
の
際
に
も
カ
フ
の

位
置
は
心
臓
と
同
じ
高
さ
に
保
つ

必
要
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
初
診

時
に
は
両
上
腕
で
測
定
す
べ
き
で
、
 

特
に
老
年
者
で
は
立
位
で
も
測
定

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
測
定
の

訓
練
を
受
け
た
看
護
婦
や
検
査
技

師
が
行
う
と
、
医
師
の
前
で
の
緊

張
に
よ
る
血
圧
上
昇

（W
h
i
t
 
 e

 
c
o
a
t
 e
f
f
e
c
t
)
 

を
避
け
う
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し

て
測
定
回
数
は
三
分
間
以
上
の
間

隔
を
お
い
て
少
な
く
と
も
二
回
行

い
、
記
録
し
、
そ
の
平
均
値
を
と

る
己
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
の
診
療
上
、
上
記
の
よ
う
に

一

人
の
患
者
さ
ん
に
時
間
を
か
け
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
血
圧
は
一
一

十
四
時
間
で
約
十
万
回
の
値
が
得

ら
れ
、
精
神
的
あ
る
い
は
肉
体
的

な
刺
激
に
よ
り
刻
々
変
動
し
、
正

常
血
圧
者
で
約
3
0叫
、
高
血
圧
症

患
者
で
約
6
0喚
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
大
き
な
変
動
が
見
ら
れ
る
。
 

一
日
で
最
も
血
圧
が
低
い
の
は
睡

眠
時
で
こ
の
値
も
充
分
考
慮
に
入

れ
て
降
圧
療
法
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

金
木
病
院
内
科
で
は
、
こ
れ
ら

の
種
々
の
条
件
を
満
た
す
た
め
一
一

十
四
時
間
の
血
圧
測
定
を
正
確
に

行
え
る
携
帯
型
血
圧
測
定
装
置
に

よ
る
治
療
を
最
近
始
め
ま
し
た
。
 

ま
だ

一
台
し
か
な
く
順
番
待
ち
の

患
者
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
血

圧
に
感
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。
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お
く
や
み
 

裕

章

（
4
0才
）
金
 
木

勝

雄
（
8
1才
）
大
東
ケ
丘

み
ち
よ

（
7
6オ
）
喜
良
市

ミ
 
ツ
（
8
5オ
）
金
 
木
 

田
中
 
ョ
 

セ

（
7
7才
）
金
 

木

伊
丸
岡
 
ス
 ョ

（
7
9才
）
喜
良
市

阿

部
 
重
吉

（
9
2才
）
金
 
木

工
藤
 

達
則

（
6
0オ
）
金
 

木

工
藤

房
之
助
（
8
0才
）
金
 
木

中
谷
 

オ
リ
ッ

（
8
8才
）
川
 
倉

吉
崎
 

重

蔵
（
7
5才
）
嘉
 
瀬

今
 

康
次

（
5
9才
）
喜
良
市

津

島
 
キ
 
エ

（
8
2才
）
金
 

木

三
 
上
 

明

（
8
5才
）
金
 
木
 

ー
訂

正
と
お

詫
び
 

広
報
か
な
ぎ
3
月
号
「
盛
況
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
五
百
人
」
 

の
欄
に
お
い
て
 
「野
呂
電
気
商
会

が
寄
附
」
と
誤
っ
て
掲
載
し
ま
し

た
。
正
し
く
は
 
「町
商
工
会
青
年

部
が
寄
附
」
で
す
。
こ
こ
に
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

お
め
で

と
う
 

戸
 籍

の

窓
 

3

月
届
出
分
 

はじめま して 
みさ き 
美 咲ちゃん 
3 月 2 日生まれ 
体 重 2,824 g 
喜良市西岩見町 

大橋一則さんの二女 
素直でやさしい子に育っ 
て欲しい。 

（母 理奈子より） 

だいち 
大 地ちゃん 
3 月10日生まれ 
体重 3,348 g 
金木芦野団地 

白川清明さんの長男 
元気にたくましく育って 
ほしい。 

（母 ゆみ子より） 

3月末現在

男 6,118人

女 6,752人

計 12,870人

世帯数 3,873 

、 

前年同月比 

L、 	62 

Z× 	80 

L 	142 

Z、 	3 
	ノ 

、
、
 

ノ
 

人
ロ
と
世
帯
 

／
 

、
 

金川 金金嘉金喜 
良 

木倉木木瀬木市 

金
 

津佐後福

島藤藤士 お
し
あ
わ
せ
に
 

霧
扇
難
一
琵
崎」
 

無
木議
膿
壇

栖
 

（福
田
 
直

人

（
弘勝
）
鶴
田
町
 

〈
秋
元
 
鈴
子

（
春
治
）
嘉
 
瀬
 

露
真
讐
鍵
静
融
 

IIIIlHHI川川― 広報かなぎ ⑩ 

した
。
 
※
は
、

午
後

の
診
察
と
な
り
ま
す
。
 
 

面
会
時
間【
鶏
緯
認
F
!
F
8
1
 

 

面
会

の
た
め
来
院
す
る
方

は
ご
協
カ

お
願

い
し

の
立
場
か
ら
、

面
会
時
間

の
制
限
を

規
制
す

る

院
内
感
染
多

発
の
き
ざ
し
や
患
者

さ
ん
の
治
 

入
院
患

者
の

面
会
時

間
規

制
 

⑥
眼
科
診

療
日
は

次
の
と
お

り
変

更
に
な

り
 

な
り
ま
す
。
  

い
っ
で
も
診
療

い
た
し
ま
す
。
 
 

⑥
外
来
診

療
の

休
診
日
は

次

の
と
お

り
で

す
 

但
し
、

救
急

（
急
病
）
患
者

に
っ

い
て
は
、
 
 

毎
月
第

二
土
曜
日
、

第

幽
土
曜
日

は
、
外
来
 

土
  

金 木
  

水
  

火 日
”
  
/
  

第
4
土
曜

日
  

2
4
B
 

第
2
土
曜
日
  

 
/
 

 
4
日”
 
 

3
日

・
1
[
7
B
  

23 2 

30旦 
日9 

日 

16 
日 

※
7
日

・
※
2
1B
  

27 6 
日日 

13 
日 

20 
日 

4
 

日
H
 

 

公

立金
木

病院

から
お 

1
日
・
1
1
5
B
・
2
9日
  

28 7 
日日 

※
1
9H
  11B・18B 

5
 

月
  

22B 8
日
  

5
n
  14 

日 
・
25
H 

26H 12B 6
月
『
 
 21 

24B 10B 7
n
  

日 

5 25 4 ※ 22 1 
ま
す
。
 
 

療
、
安
静
保
持
 

こ
と
に
な
り
ま
 

日
・1
[
9
B
  

日
  

日
・
1
1
1
B
・
1
8B
  

9
日
・
※2
3日
 

日日 
6
 

n
  

29 8 
ま

す。  
日日 

15 

今
ま
で
ど
お
り

診
療
が
休
診
と
  

知ら

せ 日 


